
1．はじめに
　Yasin Tepe Archaeological Project（YAP）は、2016
年以来、イラク共和国クルディスタン地域スレイマニ
ヤ（スレイマーニーヤ：クルド語はスレーマニー）県南
部のシャフリゾール平原に位置するヤシン・テペ遺跡
とその周辺を対象として考古学調査を実施している。
2023 年も、コロナ禍後、本格的なフィールド調査を
実施することができた。その調査成果をここに報告す
る。調査期間は、2023 年 7 月 29 日から 9 月 26 日で
あった。
　今回の調査の目的は、三つあった。まず、第一に

「下の町」南東部において昨年度調査した F 地区から
北と東に調査区を拡張し、都市の縁辺部の実態を解明
することである。昨年度、F 地区では子供用の墓地が
発見されたが、2018 年の地下探査ではいくつかのア
ノマリーが墓地の近郊で見られる。これらがどのよう
な構造物かを発掘により確認する。第二には、昨年度
調査した G 地区から西に調査区を拡張し、建造物群
がどのようにアクロポリスに向けて広がっているのか
を確認することである。第三に、アクロポリスの南斜
面において、昨年度開始したステップトレンチ（H 地
区）を継続し、アクロポリスの編年的層位を確認する

ことである。これらの目的に沿って合計 3 カ所で発掘
調査を実施した（図 1）。
　また、サブ・プロジェクトとして、1）出土人骨の調
査（2022 年、および 2023 年シーズン）、2）遺跡とその
周辺での地下探査、3）ヤシン・テペの北部および近郊
の Gird-i Marif Tepe 遺跡の試掘調査、および 4）古物
文化遺産局のための文化遺産保護研修を実施した。

2．K地区
　昨年度の F 地区を拡張する目的で設定したのが、K
地区（Operation K：20×30 m）である。昨年度報告し
たように、F 地区では、子供用の墓地が出土したが、
その近郊では複数のアノマリーが 2018 年の地下探査
で確認できていた。これらと墓地との関連を探るため、
F 地区から北と東に調査区を拡張した。
　これまで同様、表土直下から鉄器時代（前 8～7 世
紀）の層が現れた。調査区東部では、出土土器から判
断してポスト鉄器時代（前 6 世紀）の文化層も一部確認
できた。
　発掘の結果、この地区では、子供と成人の墓、道路

（街路）、水路、一般家屋、石敷き面などが確認された
（図 2）。まず墓については、子供の墓が少なくとも 6
基、大人の墓が少なくとも 4 基確認できた。すべての
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墓は調査区の東部で発見された。成人の墓は、すべて
土壙に伸展葬の形態をとっていた。一方、子供の墓は、
従来のような甕や壺を利用した埋葬であったが、直接
土壙に埋葬した事例もあった。
　特筆すべきは、調査区の中央部で発見された成人の
埋葬である。残念なことに上半身は、後世のかく乱に
より削平されていたが、腰より下の下半身部分からは
豊富な副葬品が検出された。まず腰骨の上に両手で覆
われた青銅製のボウルがあった。また腰骨と大腿骨の
左側には、鉄製の短剣、円筒印章、スタンプ印章、鉄
製品、ビーズ類などが置かれていた。人骨の分析から

中年の男性と考えられ、ある程度の社会的ステータス
があった人物と考えられる。
　子供の墓は、人骨の分析から主に 2～5 歳程度の子
供が埋葬されていた。墓の一つは、二つの甕を合わせ
た埋葬形態をもち、甕の一つには粘土製の山羊頭のモ
チーフが貼り付けてあった。この墓からは青銅製腕輪
や多数のビーズ類が出土している。
　昨年度の墓地は、子供の墓に限られていたが、今年
度は、子供と成人の混成であり、年代もほぼ同時代と
考えられる。すなわち、当初は、子供用の埋葬空間は
ある程度は決められていたが、その後、成人と子供の
埋葬は混在していた可能性がある。
　墓地以外では、この地区の北西部でドメスティック
な建造物が複数件出土した。いずれも水路を伴うこと
から、この町では水のコントロールが重要であったこ
とを示している。特に調査区の中央部で発見された水
路は、その一方の端部に、大型の甕が埋め込まれてい
た。つまり、その甕から水が土壌にしみ込むような構
造をもっており、当時の洗練された排水施設の一端を
示している。
　上記の施設は、昨年度、子供用の墓地の東部で発見
された鉄器時代の大甕を解釈するヒントとなった。こ
の大甕は、地中に垂直に埋め込まれており、今年度に
周囲を半裁し、その堆積を観察した（図 3）。結果とし
てこの甕は、青銅器時代の層に深く埋め込まれている
だけでなく、甕の底が打ち欠かれて存在しない状態で

図 1　ヤシン・テペ遺跡「下の町」南東部と調査区の位置関係（UAVによる撮影）。

図 2　K地区全景（UAVによる撮影）。
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あった。したがって、この「底なしの甕」は何かを貯
蔵するためではなく、貯めた液体が少しずつ土壌にし
み込むようになっていると考えられる。おそらくこれ
も排水施設の一部であった可能性が高い。甕の覆土か
らは、複数枚の焼成レンガや、こぶし大の石が発見さ
れたものの、特に目立った遺物はなかった。
　また、K 地区の南部からは、こぶし大から人頭大
の石を敷き詰めた石敷き道路（幅約 2 m）が発見された

（図 4）。これは、冬季に雨が降っても町の内部を容易
に移動できるように意図されたものと考えられる。ま
た、道路の脇には、「側溝（そっこう）」が設けられ、
雨水が道に溜まらず排水できるようになっていた。こ
の側溝は、他の水路が石組みで作られたのと対照的に、
すべて焼成レンガで作られていた。おそらく、下の町
の主要な道路は、このような側溝をもち、冬季の雨で
もぬかるむことなく町の中を移動できたと考えられる。
　この地区で最後に報告しておきたいのは、その北西
部から非常に珍しい犬（イエイヌ）の埋葬が発見された
ことである（図 5）。中型犬の規模をもち、全身骨格が
保存状態よく丁寧に埋葬されていた。副葬品は典型的
なアッシリア系鉢型土器以外は特になかった。この墓
のすぐ近郊でもう一つ犬の埋葬と思われる墓が見つ
かっている。こちらの骨の保存状態はそれほどよくな
かった。鉄器時代の犬の埋葬は、北メソポタミアでは

事例が少なく、今後研究を進めていきたいと思う。

3．J地区
　この地区は、昨年度調査した G 地区の西に位置し
ており、G 地区で出土した石敷きの中庭をもつ大型建
造物の全貌を明らかにすることを一つの目的としてい
た。また下の町がアクロポリスに向かってどれほど広
がっているのかを探る目的もあった。調査区の広さは
約 20×20 m であった（図 6）。ここでは、大型の建造
物群、街路、水路、タンノール（パン焼き窯）、および
居住区を区切る壁などが見つかった。
　ここで注目すべきは、上記の石敷きの中庭をもつ大
型建造物である。この中庭の南側には A 地区で出土
した Reception Suite と同じ建築様式の部屋があり、
中には焼成レンガの構造物（おそらく暖房のための施

図 3　�昨年度 K地区東部で発見され、今年度掘り出した鉄器
時代の大甕（北東から）。

図 4　�K 地区で発見された石敷きの道路と焼成レンガ製の側
溝（北から）。

図 5　K地区北西部で出土した犬（イエイヌ）の埋葬（南から）。
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設）が構築されていた。このレンガ構造物は、少なく
とも 3 度にわたり場所を変えながら改築されていた。
このことはこの部屋が比較的長期間使用されていたこ
とを示している。この部屋の背後には、石敷きの街路
が通っており、下の町の主要道路であったと推定でき
る。この街路にも石組みで作られた側溝が付属してい
た。
　また中庭の西側では、Reception Suite よりさらに大
型の部屋が出土した。この部屋は、複数の出入口をも
ち、壁も他の建造物の倍近くの厚さ（約 1 m）をもって
いた。また部屋の中央部には、石で縁取られた四角形
のプラットフォームが構築されていた。さらに特筆す
べきは、この部屋の覆土から口縁部に楔形文字の碑文
が刻まれている土器片が出土したことである。YAP
のエピグラフィスト（山田重郎・筑波大学教授）の解読
によれば、碑文には É・GAL という単語があり、宮
殿もしくは大型建造物を指すという。今後の研究によ
り、出土した建造物の特定ができる可能性がある。
　上記の部屋のさらに西側では、構造物は検出されな
かった。つまり、これが下の町の内側の縁辺部と考え
られる。現在は、アクロポリスと下の町の間にイス
ラーム時代に使用されたと思われる「堀／壕（ほり）」
が見えるが、これが鉄器時代にも存在したかどうかを
知るためにサブトレンチを調査区の西端に入れたが、
確認できなかった。将来の課題である。
　上記の石敷きの中庭には東側に大きなピットがある
ことが昨年度から判明していた。このピットは、中庭
を含む建造物が放棄されてから掘られたと考えられる。
ここから頭骨の一部が見えていたが、昨年度は掘り上

げる時間がなく、今年度に持ち越していた。発掘した
ところ、成人男性 1 個体のみ屈葬された状態で出土し
た。副葬品はほとんどなかったが、動物骨や土器の断
片に混じり、手のひら大の鉄スラグが発見された。
　石敷きの中庭の北側には、石敷きの街路、小石と土
器片で舗装された小道、およびタンノールが出土した。
この部分に壁はなく、中庭からオープンな空間であっ
たと考えられる。調査区の北西隅では、石敷きの街路
の一部と焼成レンガで作られた側溝が出土した。K
地区で発見されたものと同じような形態であった。

4．H地区
　この地区は、昨年度調査したステップトレンチをさ
らにアクロポリスの上部に延長して発掘を実施した。
今シーズンは、5（幅）×15（長さ）m の規模を掘り、結
果として 3 段のステップを作成した（図 7）。昨年度の
トレンチの最上層は、青銅器時代であったが、今回は、
その上の高さ約 10 m ほどの層位を明らかにした。調
査の結果、その大半（約 7～8 m）は青銅器時代の堆積
であることが判明した。すなわち、ヤシン・テペのア
クロポリスには、厚い青銅器時代の堆積があり、おそ
らくアクロポリスの規模は、この青銅器時代の集落規
模を示していると考えられる。また、上から 2 段目の
ステップでは、巨大な泥レンガ製の壁が確認された

（図 8）。この壁はおそらく「城壁」の一部と思われる。
壁の厚さは、判明した部分で約 2 m。壁は、トレンチ
の奥にまだ続いているため、さらに厚くなると思われ
る。また壁の一部は、上から 3 段目のステップでも確
認されており、少なくとも 3～4 m の高さが残存して
いると考えられる。壁は、赤褐色と黄土色の 2 種類の
色をもつ泥レンガで構築されていた。また壁の表面は、
緑黄色のレンガで覆われていた。これが城壁の外壁を
形成していたと思われる。
　出土した土器から類推すると、城壁は中期青銅器時
代から後期青銅器時代、つまり前 2 千年紀半ばから後
半に年代づけられると推測される。今後の調査により、
壁の年代や構築方法、さらに規模などを明らかにして
ゆきたい。
　最後にステップトレンチの最上段のステップから、
アクロポリスの等高線と並行に走る幅 70 cm の石積
み壁が出土した。この壁は石積みが一段しか存在せず、
また規模も小さいことから城壁ではないと思われる。
出土土器から、この遺構の年代は、鉄器時代と推測さ
れる。この地点からアクロポリスの最上部までは、約

図 6　J地区全景（UAVによる撮影）。
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3 m の比高差がある。つまり、アクロポリスのこの部
分に堆積した鉄器時代以降の文化層は、アクロポリス
北部で確認されたものより薄い可能性がある。アクロ
ポリス北部は、過去に主だった発掘調査が行われてお
り、厚いイスラーム時代の文化層があることが確認さ
れている。

5．その他の調査
　上記のように 3 カ所の発掘調査以外では、以下のよ
うな調査を実施した。ここに簡単に記す。まず、2022
年および 2023 年シーズンの出土人骨の分析を行った

（担当：Maria D. Sletterrød コペンハーゲン大学）。
2023 年のものは 9 個体、うち成人 4 個体（男性：3、
女性：1）、子供 2 個体、不明 3 個体であった。2022
年のものは 1 個体で、青年期女性のものであった。
　次にヤシン・テペとその周辺で磁気探査を実施した。

この探査は、後述する文化庁委託業務の人材育成の一
環として実施された。2018 年に探査を実施したドイ
ツの Eastern Atlas 社が再び担当した。調査は、1）
2018 年に土地の状態により探査が実施できなかった
下の町の北東部、2）ヤシン・テペの約 150 m 南南東
に位置する村落規模遺跡（SSP4 遺跡）とその周辺、お
よび 3）比較のためにラニア平原の遺跡 1 件、の合計 3
カ所で実施された。調査成果の精査はこれからである
が、ヤシン・テペ遺跡の集落構造に関連する興味深い
データが取得できている。
　また次年度以降の調査を見越して、下の町の北東部
およびヤシン・テペの約 1 km 南東に位置する Gird-i 
Marif Tepe（SSP3）で試掘調査を行った。下の町の試
掘は 2 カ所で行われ、そのうちの一つからは焼成レン
ガの構築物が出土した（図 9）。
　最後に、文化庁から受託した令和 5 年度文化遺産国
際協力拠点交流事業により、博物館の活性化のための
研修、考古学遺跡保護のための研修、および日本への
招聘研修によりクルディスタン古物文化遺産局職員の
人材育成を行った。スレイマニヤ博物館においては、
展示手法の研修の一環も兼ねて、ヤシン・テペ遺跡の
調査成果の展示を行った。スレイマニヤ博物館は、近
年各国の支援が入り、急速に展示内容が改善されつつ
ある。
　また、例年どおり、出土した炭化物、人骨、動物遺
体（貝類、脊椎動物）、土器片、植物遺体、スラグ類な
どの分析サンプル用資料を現地当局の許可のもと日本
に持ち帰ることができた。今後、これらを順次分析し
てゆく予定である。

図 7　�H地区：今年度のステップトレンチ発掘部分全景（南
より）。

図 9　�「下の町」北東部の試掘調査で出土した焼成レンガ遺
構（西より）。

図 8　�ステップトレンチで検出された泥レンガ製の城壁（南
より）。
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6．まとめと展望
　今シーズンは、昨シーズンの課題であった不明点を
明らかにするとともに、下の町の構造、アクロポリス
の層位、および都市全体の構造について大きな成果を
得ることができた。また地下探査や試掘を含む周辺遺
跡の調査も進み、ヤシン・テペが都市としてどのよう
に機能したのかを考えるデータを取得することができ
た。今後は、下の町の新たな場所で調査を展開するこ
とで、都市構造ならびに、周辺集落との関係も明らか
にしてゆきたい。そうすることで、アッシリア帝国時
代の拠点都市における景観復元という目標に近づいて
ゆけると考える。
　2023 年度は、コロナ禍後でようやく落ち着きを取
り戻した中で、円滑にフィールド調査を実施すること
ができた。毎度のことではあるが、調査の実施にあた
り現地当局や日本の所属機関のサポートがあったこと
はいうまでもない。中東は治安状況の不安定さだけで
なく各国とも厳しい経済状況に置かれている。またコ
ロナ禍後には渡航費用や現地の物価が高騰しており調
査団の財政にとっても厳しい状態が続いている。その
ような中でも地道に調査研究を続けることで、今後と
も成果を上げてゆきたいと思う。
　本プロジェクトは日本学術振興会・科学研究費補助
金・基盤研究（B）「境界域に着目した古代西アジア帝
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